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（様式第２号）

令和 6年 3月１日

SDGs達成に向けた宣言書

宣言者 所在地 秋田県秋田市中通 4-2-7
(日本生命秋田中央通ビル)

名 称 野村證券株式会社 秋田支店

代表者 支店長 山下 毅

は、SDGs の内容を理解し、SDGs達成に向けた

方針及び取組を次のとおり宣言します。

SDGs 達成に向けた取組方針等と目指す姿

３側面

(主な分

野にþ)

SDGs 達成に向けた

重点的な取組

2030年に向けた

指標

重点的な取組及び

指標の進捗状況

（※初回記入不要。１年ごとに要報告）

初回登録年月日：Ｒ5年３月１7日

関連する主な

SDGs ゴール

（最大３つ）

þ経済

þ社会

þ環境

投資信託「野村サス

テナブルセレクト」

の販売を通じ、投資

家へサステナブル投

資の意義をお伝え

し、世界中の SDG

ｓに積極的な企業を

応援する。また、野

村アセットマネジメ

ント社が受け取る信

託報酬の一部を企業

版ふるさと納税で県

のSDGｓ関連事業

に寄付を行い、県の

SDGs 推進に直接貢

献をする。

野村アセットマネジメント

社の「TASUKI」プロジェ

クトの対象となる投資信託

の販売残高（野村證券秋田

支店取扱分）が一定以上の

残高となった場合、野村ア

セットマネジメントの収益

の一部を、企業版ふるさと

納税制度を活用して、県が

実施するSDGs関連事業に

毎年寄附をします。

・毎年の寄附を目指しま

す。

2023年 3月、県外居住

者の企画力や行動力を効

果的に生かした地域づく

りを進め、活気ある秋田

や新たな人の流れの実現

を目指す「地域を支える

『関係人口』創出・拡大

事業」の事業に賛同し、

「企業版ふるさと納税」

制度を活用して県へ寄附

を行いました。2024年

3月にも同様に寄附を行

う予定です。
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真に豊かな社会を支えるために、正しいお金の循環をつくり、良い経済の仕組みを作ること。

これが、金融サービスを生業とする私たち野村グループの本質的な在り方です。

同時に、持続可能な社会の構築には、幅広いステークホルダーとパートナーシップを組むことで、

時代が求める多様な変化を生み出すことが大切だと考えています。

そんな想いのもと、私たちはサステナブルな社会の実現に向けた歩みを加速していきます。

志を同じくする仲間と共に。

未来は変えられる。一緒なら、きっと。

SDGs with Nomura

野村證券株式会社 秋田支店



- 2 -

þ経済

þ社会

☐環境

金融・経済、資産形

成に関する理解を深

める機会を提供す

る。

現在、国が推進している政

策の「貯蓄から投資へ」

「資産所得倍増プラン」を

受けて、学校や職場での金

融教育支援や資産形成・資

産運用セミナーの実施、そ

して個別のお客様向けにラ

イフプランニングの策定を

行います。秋田県の金融リ

テラシー向上に貢献し、投

資で秋田県がより豊かにな

ることを目指します。ま

た、個々の学校への出張授

業や家庭科教師向け金融授

業勉強会等のご相談も承り

ます。

・投資教育セミナー（官公

庁、民間企業、学生向けの

出張授業など）実施目標は

2030年までで累計100回

とします。

・秋田大学様にて 2023

年 4月～7月にかけ、当

社講師による金融・経済

講座を合計16回実施

し、単年度でのべ 500名

以上の学生が単位を修得

しました（2期制）。

・定年退職を控えた会社

員向けに資産運用セミナ

ーを 8回開催しました。

・給与天引きでの投資信

託の積立セミナーを7回

実施しました。

・インフレ対策セミナー

を2回開催しました。
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þ経済

þ社会

☐環境

秋田県内企業の新入

社員を中心の対象と

した「新社会人会

議」を秋田商工会議

所様と共催して毎年

開催する。

秋田商工会議所様と共催す

る「新社会人会議」で、県

内企業の新入社員を中心

に、秋田で働く意義や秋田

の未来を考える機会を提供

します。若手の離職率の低

減を図ると共に、異業種交

流を通じてできた人脈をご

自身・お勤め先、そして秋

田の将来に活かしていただ

くことを目指します。

・毎年継続的に開催する予

定です。

2023年も秋田商工会議

所様との共催で7月 14

日に「新社会人会議」を

開催し、23法人・42名

の参加を頂きました。
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ゴール

番号
内容 アイコン

ゴール

番号
内容 アイコン

１ 貧困をなくそう ９
産業と技術革新の基

盤をつくろう

２ 飢餓をゼロに １０
人や国の不平等をな

くそう

３
すべての人に健康と

福祉を
１１

住み続けられるまち

づくりを

４
質の高い教育をみん

なに
１２

つくる責任、つかう責

任

５
ジェンダー平等を実

現しよう
１３

気候変動に具体的な

対策を

６
安全な水とトイレを

世界中に
１４ 海の豊かさを守ろう

７
エネルギーをみんな

に、そしてクリーンに
１５ 陸の豊かさも守ろう

８
働きがいも経済成長

も
１６

平和と公正をすべて

の人に

１７
パートナーシップで

目標を達成しよう


